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第
３
次
三
川
町
総
合
計
画
期
間
が
令
和

２
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
町

で
は
、
令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第

４
次
三
川
町
総
合
計
画
（
以
下
、
総
合
計

画
）
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
も
の
で
、
町
が
行
う
す
べ
て
の
施
策
・

事
業
の
基
本
に
な
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
22
年
度
に
現
在
の
計
画

で
あ
る
「
第
３
次
三
川
町
総
合
計
画
」
を

策
定
し
、「
笑
顔
つ
な
が
る
協
働
の
ま
ち

ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
み
か
わ
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
み
ん
な
で
創
り
育
む

『
い
の
ち
、
自
然
、
豊
か
さ
』
人
輝
く
ま

ち　

み
か
わ
」
を
目
指
す
べ
き
町
の
将
来

像
と
定
め
て
各
種
施
策
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
の
計
画
は
策
定
か
ら
約
８
年
が
経

過
し
、
町
を
取
り
巻
く
状
況
も
当
時
か
ら

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
事

業
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
踏
ま
え
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
今
後
目
指
す
べ
き
町
の
将
来
像
や

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
次
期
総
合
計

画
（
令
和
３
年
度
〜
令
和
12
年
度
）
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

【 計 画 の 構 成 】

基本構想

基本計画

実施計画

町政の基本理念

施策の基本的方向

具体的な取り組み

町が目指すべき将来の目標やまちづくりの
基本理念等を定めます
（令和 3 年度から12 年度までの10 年間）

基本構想を実現するため、分野別の課題と目標、
重点施策の方針等を体系的に定めます
（必要に応じ5年をめどに見直し）

基本計画の分野別基本的施策の方針に基づき、
具体的な実施事業を定めます
（3カ年計画を毎年調整）

第4次三川町総合計画の
策定がスタート!
～将来のまちづくりに向けて～
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総
合
計
画
の
策
定
方
法

　

総
合
計
画
の
策
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
第
３
次
三
川
町
総
合
計
画
に
掲
げ

る
各
種
施
策
の
検
証
を
行
う
ほ
か
、
町
民

に
対
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
し
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
声

を
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
各
種
関
係
機
関
・
団
体
、

企
業
等
の
意
向
を
把
握
し
な
が
ら
「
三
川

町
振
興
審
議
会
」
や
新
た
に
組
織
す
る

「
三
川
町
総
合
計
画
策
定
推
進
委
員
会
」

で
協
議
し
て
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
に
は
、
町
の
主
要
機
関
・

団
体
代
表
の
ほ
か
、
一
般
公
募
に
よ
る
委

員
も
加
え
、
幅
広
い
意
見
の
集
約
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

総合計画策定の経過

日　程 実　施　内　容

平成31年2月 総合計画策定の諮問
策定方針の決定

　　　　 2月～3月 まちづくりアンケートの調査実施

　　　　 3月 総合計画策定推進委員会の委員公募

　　　　 4月 現行計画達成状況調査の実施

令和元年 5月 総合計画策定推進委員会の委員決定

　　　　 6月 総合計画策定推進委員会（第1回）

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

町
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す

　

町
で
は
、
総
合
計
画
に
、
よ
り
多
く
の

町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成
31

年
２
月
〜
３
月
に
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
集
計
結

果
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

調　査　実　施　概　要
実施期間 平成31年2月20日～3月8日
対 象 者 無作為抽出した高校生以上の1,080人
回収結果 580件（回収率53.7％）

回答者の年代別内訳 〈（ ）内は回答率〉
10代 20代 30代 40代

32人（35.6%） 60人（33.3%） 90人（50.0%） 95人（52.8%）
50代 60代 70代以上 不明

98人（54.4%） 121人（67.2%） 76人（84.4%） 8人（4.4%）

町
民
の
声
を
紹
介
し
ま
す

質
問　

町
の
重
要
施
策
に
対
す
る
満
足
度

0 80 160 240 320 400
（人）

満足度が高かった上位 5施策（満足、やや満足と回答）

第 1位
出産・育児・保育の充実
第 2位
健康の増進・医療の充実
第 3位
幼児教育の充実
第 3位
介護・福祉の充実
第 5 位
学校教育の充実

343

332

328

328

327
※5つまでの複数回答

満足度が低かった上位 5施策（やや不満、不満と回答）

213

212

210

171

170

第 1位
観光・地域間交流
第 2位
雇用の創出
第 3位
住環境・公園・緑地整備
第 4位
産業の振興
第 5 位
情報網・ライフライン整備

0 80 160 240 320 400
（人）

※5つまでの複数回答

▲総合計画策定推進委員会の様子
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質
問　

こ
れ
か
ら
町
が
特
に
力
を
入
れ
て

　
　
　

い
く
べ
き
分
野
は
ど
れ
か
？

質
問　

将
来
の
人
口
は

　
　
　

ど
う
な
る
べ
き
か
？

町
の
将
来
像

質
問　

将
来
ど
ん
な
町
に
な
る
こ
と
を

　
　
　

期
待
し
て
い
る
か
？

第
1
位
若
者
が
暮
ら
し
や
す

い
住
宅
環
境
・
子
育

て
環
境
を
整
備
す
る

27
・
5
％

第
2
位
若
者
が
暮
ら
し
や
す

い
就
労
・
雇
用
環
境

を
整
備
す
る

25
・
4
％

第
3
位
自
然
環
境
や
景
観
を

適
切
に
保
全
し
、
ま

ち
の
魅
力
を
さ
ら
に

高
め
る

11
・
3
％

第
4
位
他
市
町
村
か
ら
の
移

住
者
（
若
者
や
団
塊

世
代
等
）
支
援
策
を

講
じ
る

11
・
０
％

第
5
位
農
業
の
活
性
化
や
新

規
就
農
を
促
進
す
る

10
・
4
％

第
1
位
出
産
・
子
育
て
が

し
や
す
い
ま
ち

18
・
2
％

第
2
位
高
齢
者
や
障
害
者
に

や
さ
し
い
福
祉
の
ま

ち

17
・
8
％

第
3
位
犯
罪
が
少
な
く
、
治

安
の
よ
い
安
心
な
ま

ち

14
・
0
％

第
4
位
防
災
対
策
を
充
実
す

る
な
ど
災
害
に
強
い

ま
ち

10
・
1
％

第
5
位
農
業
や
工
業
、
商
業

な
ど
の
産
業
が
盛
ん

な
ま
ち

9
・
8
％

第
1
位
子
育
て
支
援
の
充
実

14
・
６
％

第
2
位
高
齢
者
福
祉
の
充
実

12
・
２
％

第
3
位
雇
用
の
確
保
・
企
業

の
誘
致

８
・
２
％

第
4
位
小
・
中
学
校
教
育
の

充
実

７
・
０
％

第
5
位
農
業
の
振
興

５
・
３
％

質
問　

人
口
増
加
ま
た
は
人
口
減
少
抑
制   

　
　
　

の
た
め
に
効
果
的
な
方
法
は
？

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加（
参
画
）に
つ
い
て

　

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
に
つ
い

て
、
費
用
と
役
割
の
負
担
と
い
う
２
つ
の

視
点
で
質
問
し
ま
し
た
。

質
問　

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

　
　
　

費
用
負
担
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？

▲現在建設中の子育て交流施設（完成イメージ図）

質
問　

今
後
も
町
に

　
　
　

住
み
た
い
と
思
う
か
？

第
1
位
ゆ
る
や
か
に
増
加
さ

せ
る
こ
と
が
望
ま
し

い

59
・
0
％

第
2
位
生
き
い
き
生
活
で
き

る
な
ら
人
口
減
少
も

や
む
を
得
な
い

16
・
4
％

第
3
位
現
状
維
持
に
努
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い

12
・
9
％

第
4
位
わ
か
ら
な
い

6
・
2
％

第
5
位
よ
り
大
規
模
に
増
加

さ
せ
る
こ
と
が
望
ま

し
い

4
・
5
％

現在の行政サービスで過
剰になっている事業を廃
止し、町民の費用負担を
できるだけ増やさない 
44.3%

町民の費用負担は現状か
らできるだけ増やさない
ようにし、現在の行政
サービスを維持する 
33.3%

どちらともいえない
10.0%

町民の費用負担が多少増
えてもいいので、行政サー
ビスを充実させる
8.1%

町民の費用負担を減らす
ため、行政サービスが低
下してもやむをえない
3.4％

不明　0.9%

ずっと住み
続けたい
57.6%

不明　1.5%

当分の間は
住みたい　20.2%

わからない 
9.5%

現在しかたなく
住んでいる
5.7%

できれば他の市町村に
転出したい　5.5%
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質
問　

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

　
　
　

町
と
町
民
の
役
割
分
担
は

　
　
　

ど
う
あ
る
べ
き
か
？

総合計画策定の今後の予定

日　程 実　施　内　容

令和元年 7月～9月 分科会、専門部会合同会議

        11月～令和2年2月 総合計画策定推進委員会

令和2年 3月 パブリックコメントの実施

         7月～9月 総合計画策定推進委員会

令和3年 4月 第4次三川町総合計画スタート

○ 

問
合
せ
先

　

役
場
企
画
調
整
課 

企
画
調
整
係

☎
35
―
７
０
１
３

質
問　

ま
ち
づ
く
り
の
参
加
に
つ
い
て

　
　
　

ど
う
考
え
て
い
る
か
？

今
後
の
予
定

　

今
後
、
各
団
体
の
代
表
者
や
一
般
公
募

に
よ
り
決
定
し
た
委
員
等
に
よ
る
話
し
合

い
を
重
ね
、
計
画
案
を
作
成
し
て
い
き
ま

す
。
来
年
３
月
に
は
町
民
に
対
し
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
計
画
案
に

対
す
る
意
見
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

　
行
政
が
政
策
な
ど
の
趣
旨
や
案
を

住
民
に
公
表
し
た
上
で
、
住
民
か
ら

意
見
の
提
出
を
求
め
る
制
度
で
す
。

提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
行

政
が
集
約
し
、
そ
れ
に
対
す
る
行
政

側
の
考
え
方
を
公
表
し
、
住
民
の
意

見
を
考
慮
し
つ
つ
意
思
決
定
に
反
映

さ
せ
ま
す
。

現在の町民の役割分担の範囲
内でまちづくりを進める
58.6%

町民の役割分担が増えてもいい
ので、さらによりよいまちづくり
を進める　14.0%

町民の役割分担を少なくし、まち
づくりを進める　13.6%

どちらともいえない　12.6% 不明　1.2%

まちづくりに住民参加は必要
だが、選ばれた人が中心に
なって進めるのが望ましい
34.3%

まちづくりに住民参加は不可欠
であり、機会があれば積極的に
参加したい　20.2%

わからない　15.7%

現状のままで満足しており、住民
参加の必要はない　6.9%

不明　0.8%

まちづくりに住民参加は必要
だが、自分は参加できない。
22.1%

総
合
計
画
は
町
民
一
人
ひ
と
り

が
主
役
で
す
。

皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る

三
川
町
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。


